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論 文 題 目 『南総里見八犬伝』を中心とする読本の研究 
審査要旨 
 滝沢馬琴の『南総里見八犬伝』は、壮大な長編であり傑作としての評価はすでに確定しているが、
その構想や主題・方法をどのようなものと押さえていくかに関しては、さまざまな議論が行なわれて
おり、現在その定論と称すべきものはみられないようである。高田衛の八大童子の説話を重視する説、
信多純一の富士山伝説を重要な背景と見る説、当時の幕府政治や将軍などへの諷刺を見ようとする徳
田武の説、その他、前田愛、松田修等々、多くのやや一面的かとも見られる所説が併存しているが、
そのどれにも少しく疑問・問題点があるように見受けられる。また、『八犬伝』の諸種の典拠、挿絵、
作者の伝記や他の膨大な著作との関わり等々、問題とすべきものも少なくなく、多くの研究者によっ
て、多様な所説が展開されている。 
 本論文は、そのような現在の研究状況を意識しつつ、以下の六章によって論者の所説が展開する。
 第一章は、「『南総里見八犬伝』の構想とテーマ」と題して『八犬伝』全体にわたる問題をとりあげ
る。第一節では、『八犬伝』が、『孟子』という官許の朱子学の聖典に基づきながら、[幕府の論理を裏
切る結末を用意]すると論じ、第二節では、犬士たちの活躍が、土地の神々が支えていた秩序を破るも
のを打ち滅ぼし、旧来の秩序を回復する物語、すなわち神や秩序を至上とする秩序の回復を描く物語
となっていると説く。第三節は、『八犬伝』が日本古来の神話の構想に従い、『八犬伝』第一部に神々
の誕生を、第二部に神々の対立とその収束を、第三部には人皇の時代の対立と収束を描いているとと
らえる。ここには、日本神話を『八犬伝』全体の構想の中に導入することで、馬琴の意図・方法への
論者の新見が提示されている。また、第四節では、上記のような構想を生かそうとする「馬琴の立場」
をその思想の面から分析・検討し、その思想的立場が尊皇敬幕であることが論証される。以上の四節
からなる第一章は、本論文の中心となるものであるが、その構想・テーマについての論者の見方が、
現在の多様な所説に対し、どの程度のインパクトを与えうるかが問題となろう。尊皇敬幕という馬琴
の思想や立場の分析は、おそらく正当とおもわれるが、そのような把握は若干常識的で穏当なものな
るがゆえに、『八犬伝』の新たな魅力を提示する上でどの程度に意味を持つことになるかは、問題もな
しとしない。論者のいう「構想とテーマ」が、従来の諸説と種々な方向で絡み合いつつ、それらを超
えた説得的かつ魅力的なものとして総合されて提示されることが期待される。 
 第二章は、『八犬伝』の典拠を問題にするが、従来の『水滸伝』との関連等をいうのとは異なり、第
一節では、従来の典拠論では詳細に問題にされることのなかった馬琴自筆の『故事部類抄』（早稲田大
学図書館蔵書）、第二節では、馬琴旧蔵本『房総志料』（多和文庫蔵）などを紹介しつつ、それらが典
拠としてどう生かされ、どのような方法で導入されているかが示される。また、第三節では、登場人
物名に焦点をあてるところから、知人をモデルに用いている諸例を考証、第四節では、馬琴の初期合
巻などとの関連を具体的に取り上げる。本章は、典拠論と称するより素材論と称すべきものではある
が、その論証は綿密、説得力を持つものである。 
 第三章では、『八犬伝』の表現（文章表現のみならず図象表現を含めて）を詳細に読み解くことによ
って、これまで未解決の問題を解明しようとする。第一節～第四節それぞれに「肇輯口絵」、第二節で
は、「第二輯口絵」四輯、七輯の口絵からいくつかの問題を引き出し、その素材となったもの等を明ら
かにして、口絵のいわば絵説きが行なわれている訳だが、個々の指摘は興味深く説得力を持つと評す
ることができる。第五節は、『八犬伝』の風景表現の特色を考察、江戸期の読者が妙文と評する所以を
明らかにしている。 
 第四章は、直接『八犬伝』に関わるものではないが、馬琴の日常生活の総体が作品に結びつくとい
う見方から、馬琴の伝記上の問題点の解明が行なわれている。そこでは、早大図書館蔵『曲亭叢書』
などの一次資料が縦横に利用され、馬琴伝の細部が明らかにせられている場合が多い。第一節では馬
琴の青年期の実情が明らかにされ、第二節では「曲亭」号「山梁貫淵」についての新見が提示される。
第三節は、馬琴の俳諧面での活動を『曲亭叢書』の俳諧資料を中心に概観する。第四節以降も新資料
の紹介などを兼ねつつ、馬琴の伝記に関する諸問題が明らかにされる。そこでの問題は区々であるが
そこでそれぞれ綿密・着実な検討が行なわれ穏当な結論が出されている。 
 第五章は、「馬琴初期の読本」と題され『椿説弓張月』を始め『高尾船字文』、『広益俗説弁』と関わ
りを持つ『勧善常世物語』などの諸作品、考証随筆に近い性質を持つ『昔語質屋庫』等々を取り上げ
る、一～四節よりなる。本章は、直接『八犬伝』と関わるわけではないが、『八犬伝』とは異なる馬琴
の一面を明らかにすることによって、『八犬伝』の特色を考える上で有効なものとなっている。 
 第六章は、同時代の十返舎一九の読本、さらには近世前期の怪異小説などをも取り上げた諸論を配
置している。本章もまた、直接馬琴や『八犬伝』に関わるものではないが、やや特異な一九読本の方
法や前期読本での典拠利用の方法などを論じた本章は、第五章とは別の側面から『八犬伝』の特色を
浮かび上がらせる意味を持っていると見てよいであろう。 
 
以上のように本論は、論者の立場から馬琴の思想的立場を見直すことによる構想・テーマの把握を
行い、それ（尊皇敬幕思想）を基本とした作品の解明、日本神話などを作中に透視して『八犬伝』の
新たな側面を明らかにする等、新鮮な作品論の可能性を提示する。さらに諸種の典拠・素材等を中心
に『八犬伝』を取り上げ、新資料を紹介しつつの克明な考証、口絵などの挿絵に関する新しい見方、
小さな問題のごとくながら未解決の問題への新見の提示等々、論者の所論が説得力を持って示されて
いる。 
このような前半部（一～三章）に続く後半部（四～六章）では、馬琴の伝記をめぐっての諸問題、
『八犬伝』以外の馬琴読本若干、十返舎一九の読本等にも詳細に言及し、『八犬伝』の理解を深める上
で有効と思われる諸問題の解明を行なっている。 
以上により本論文は、博士（文学）の学位を授与するに価するものであると判定する。 
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